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［第２問］以下の条件のもとで、有効保護率（実効関税率）を計算し国内産業が保護されているか解答しなさい。（15点）

［第3問］以下のテーマから１問を選択し、20行程度で解答しなさい。解答に際して選択した番号を明記すること、

また解答用紙は青を用いること。 （１問25点）

① WTOドーハ・ラウンドから香港ラウンドまでのプロセスを論述しなさい。

② WTOドーハ・ラウンドから香港ラウンドまでの論点を一つ取り上げ考究しなさい。

③ 日米の自動車貿易の推移を概説し、現在のGMの経営課題について論述しなさい。

④ 最近のセーフガードの適用事例を挙げて、セーフガードの在り方について論述しなさい。

⑤ 日本の牛肉の輸入に関して論述しなさい。

［第4問］以下のテーマから１問を選択し、20行程度で解答しなさい。解答に際して選択した番号を明記すること、

また解答用紙は黄を用いること。 （１問25点）

① 日本のFTAへの取り組みと問題点を論述しなさい。

② WTOにおけるFTAの取り扱いを述べ、現在のFTAの状況を考究しなささい。

③ 拡大するEUの問題点を指摘し考究しなさい。

④ アジアにおけるFTAの動向と課題について論じなさい。

⑤ 近年の日本の国際収支の変化を述べ、その要因を指摘しなさい。

現在、A国は B国から原価 1000円のカバンを輸入している。B国でカバンに使用する原材料（布
など）は 600円である。また、A国のカバン製造メーカは B国より原材料を輸入している。
A国のカバンおよび原材料に対する関税は 50％である。


